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立川競輪場選手管理棟及び選手宿舎棟の整備方針について 

 

１． 目 的 
 立川競輪場選手管理棟及び選手宿舎棟などの施設については、「立川競輪事業の将来像 

について（2020年版）」に基づき、施設の安全対策と老朽化した設備の更新を行う。施設 

の機能維持や安全性の確保を図り、持続可能な競輪事業で市財政に寄与する。 

 

２． 経 過 
・令和４年 ９月～令和５年 ３月 

施設・設備等調査 

・令和５年 ５月～令和５年 ７月 

施設利用者からの意見聴取 

・令和５年 12月 

市議会総務委員会に調査結果報告 

 

３． 整備対象施設 
  ・バックスタンド・選手宿舎棟 

竣工年度：平成３年（築年数：32年） 

規  模：鉄骨造 地上４階建て 延床面積：約 9,018㎡ 

  ・記者棟 

竣工年度：平成 10年（築年数：25年） 

規  模：鉄骨造 地上３階建て 延床面積：約 469㎡ 

 

令 和 ６ 年 ３ 月 ４ 日 

総務委員会  報告資料 1 6 

公 営 競 技 事 業 部 事 業 課 

立川競輪場  配置図 



2 

 

４． 調査業務受注者（案） 

① 改修（案） 
・施設改修面積 約 9,100㎡ 

・概算工事費 約 30億円（令和５年３月末時点） 

※仕様については既存建築物同程度 

  ※走路改築費用を含まない。（５～６億円程度） 

項  目 評価 考  察 

施設・設備の劣化改善 〇 躯体・埋設管等一部については存置される。 

施設のコンパクト化 △ 既存施設活用のため面積の減少がない。 

ＧＰ来場者エリア設営 〇 観覧席一部（400席程度）が確保できる。 

各エリアの動線計画 △ 
既存施設活用のため、利用しづらい計画になる恐

れがある。 

施設整備費 〇 既存躯体を利用できるため安価となる。 

施設維持管理費 △ 利用頻度の低い観覧席の維持管理費が発生する。 

② 建替（案） 
・施設建替面積 約 7,500㎡（バックスタンド観覧席は整備しない） 
・概算工事費 約 38億円（令和５年３月末時点） 

※仕様については既存建築物同程度 

  ※走路改築費用を含まない。（５～６億円程度） 

項  目 評価 考  察 

施設・設備の劣化改善 ◎ 全ての設備等が更新される。 

施設のコンパクト化 〇 約 15%程度の面積減少が見込める。 

ＧＰ来場者エリア設営 △ ＧＰ時の観覧席は空地部等の活用となる。 

各エリアの動線計画 ◎ 利用目的に応じた適切な計画にできる。 

施設整備費 △ 解体工事及び躯体建設費分が高値となる。 

施設維持管理費 〇 利用目的に応じた適切な計画にできる。 

 

５． 市議会・施設利用者等からの意見及び課題等 
・競輪非開催時に施設が利活用されていない。 

・女性選手施設（トイレ・浴室等）の整備がされていない。 

・検車室が狭く、練習ローラーが設置しきれない。 

・施設が狭く、廊下等で自転車整備を行い危険である。 

・敷地が狭く駐車場が少ない。 

・バックスタンド来場者エリアについては３～４年に１度のＫＥＩＲＩＮグランプリシリ 

ーズのみの使用となっている。 

・記者エリアと選手管理エリアが別建築物で動線が配慮されていない。 

・選手インタビューエリアが狭い。 

 

６． 整備方針（案） 
・総合的な評価により調査業務受注者②建替（案）とする。 

 ※工事費については建築物の仕様等を考慮しコスト縮減に努める。 

 

７． 今後のスケジュール（予定） 
・令和６年 ３月 

設計業務委託料予算措置（令和６年度当初予算議案提出） 

・令和６年度～令和８年度 

基本設計及び実施設計 


